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九

四

一
休
に
擬
せ
ら
れ
る
仮
名
草
子

に

つ
い
て

―『
一
休
骸
骨
』

『
一
休
水
鏡
』

を
中
心
と
し
て
―

飯

塚

大

展

一

問
題

の
所

在

本
稿

で
は
、
『
一
休
骸
骨
』
(以
下

『骸
骨
』)
及
び

『
一
休
水
鏡
』
(以

下

『水
鏡
』)
を
と
り
あ
げ
、
そ
の
テ
キ
ス
ト
の
問
題
に
つ
い
て
考
察
を

加
え
る
。
本
稿
は
上
記
の
二
書
の
註
釈
的
研
究
を
行
な
う
為

の
準
備
作

業
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

一
般

に
こ
の
両
書
は
、
仏
教
学
者
に
よ
り

「仮
名
法
語
」
と
し
て
分

類
さ
れ
、
国
文
学
者
は

「仮
名
草
子
」
の
範
疇
に
入
れ

る
も

の
で
あ

る
。
仏
教
学
に
お
け
る

「仮
名
法
語
」
の
定
義
が
甚
だ
曖
昧
で
あ
る
こ

と
か
ら
、

こ
こ
で
は

「仮
名
草
子
」
と
し
て
扱
う
こ
と
と
す
る
。
仮
名

草
子
と
は
、
西
鶴
を
画
期
と
し
て
、
室
町
期
の
お
伽
草
子
と
西
鶴
以
降

(
一
六
八

一
～
)

の
浮
世
草
子
と
に
挟
ま
れ
た
、
江
戸
時
代
初
頭
か
ら
天
和
年
間
に
至
る

約
八
十
年
間
の
小
説
を
指
す

と

さ
れ

る
。
野
田
寿
雄
氏
の
説
に
よ
れ

ば
、
大
ま

か
に
次
の
三
種
に
分
類
さ
れ
る
。
e
啓
蒙
教
訓
的
な
も
の
、

口
娯
楽
的
な
も
の
、
日
実
用
本
位
の
も
の
の
三
種
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

更
に
細
分
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
と
り
あ
げ

な
い
。
『
骸
骨
』
『
水
鏡
』

は
い
ず
れ
も
仏
教
の
教
義
に
よ
る
啓
蒙
教
訓
的
な
も
の
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
る
。
特
に

『
水
鏡
』

の
中

の

「
二
人
比
丘
尼
」
は
、
初
学
者

に

対
す
る
教
義
問
答
に
終
始
し
て
い
る
と
言
え
る
。
又
、

一
休
作

に
擬
せ

ら
れ
る

『
一
休
咄
』
『
一
休
関
東
咄
』
な
ど
は
口
に
分
類

さ
れ
、

説
話

集
的
な
も
の
で
あ
り
、
滑
稽
な
小
咄
集
で
あ
る
。

仮
名
草
子
は
古
活
字
版
に
始
ま
り
、
整
版
が
多
数
出
る
こ
と
に
よ

っ

て
盛
ん
と
な
る
の
だ
が
、
『
水
鏡
』
に
お

い
て

は
、
五
種
の
古
活
字
版

が
知
ら
れ
て
お
り
、

一
休
の
も
の
と
さ
れ
る
仮
名
草
子
と
し
て
は
、
そ

の
成
立
が
早
い
も
の
と
さ
れ
る
。
同
様
に

『
骸
骨
』
に
お
い
て
も
、
京

都
大
学
附
属
図
書
館
蔵

『
一
休
清
語
』
が
慶
長
期

の
古
版
本
と
推
定
さ

れ
て
い
る

(『清
語
』
は
仮
称
)。

し
か
し
、
岡
見
正
雄
氏
に
よ

り

『幻
中
草

打
画
』
(以
下

『草
打
画
』)

の
翻
刻
が
な
さ
れ
て
以
降
、
上
掲

の
二
書
は

『草
打
画
』

の
改
作
、
即

ち
パ
戸
デ

ィ
ー
、
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
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一
休

に
擬

せ
ら
れ

る
仮
名
草
子

に

つ
い
て

(飯

塚
)

一
九

五

以
下
、
三
者

の
比
較
検
討
を
通

し

て
、
『
骸
骨
』
と

『
水
鏡
』
の
位
置

づ
け
を
考
え
て
み
た
い
。

二

『
幻

中
草

打
画
』

に

つ
い
て

既
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
『草
打
画
』
は
岡
見
正
雄
氏
が
は
じ

め
て

紹
介
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
以
下
、
岡
見
氏
の
翻
刻
及
び
解
題
に
よ
れ

ば
、
『草

打
画
』
は
墨
絵

一
巻
で
あ
り
、
奥
書
に

「康
暦
二
年

〈庚
申
〉

五
月
†
□
□
」
と
見
え
、
「若
し
こ
の
奥
書
を
信
じ
る
と

し

た
ら
、
康

暦
二
年

(
一
三
八
〇
)
即
ち
南
北
朝
後
期
の
も
の
で
あ
る
が
、
或
い
は
室

町
後
期

の
又
写
し
と
考
え
ら
れ
、
自
由
に
絵

の
中
に
会
話
体
の
詞
句
を

書
入
て
行
く
絵
が

一
箇
所
あ
り
、
仏
教
的
な
法
話
物
で
あ
り
、
善
教
房

の
如
き
、
法
語
的
な
絵
巻
に
類
似
し
て
い
る
点
が
あ
り
、
私
は
こ
れ
を

一
見
し
た
時
に
、
『
一
休
骸
骨
』
の
異
本
か
と
思

っ
た
の
で
あ
る
。

(中

略
)
し
か

る

に

『
看
聞
御
記
』
の
紙
背
文
書
を
見
る

に
及
び
、
『幻
中

草
打
書
』
な
る
名
が

『堀
江
物
語
』
や

『酒
天
童
子
物
語
』
と
共
に
応

永
二
十
七
年

(
一
四
二
〇
)
の
物
語
目
録
の
中
に
見
出

さ
れ

る
」
と
い

う
。次

に

『
草
打
画
』
の
構
成
と
内
容
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
構
成

は
、
大
ま
か
に
前
半
と
後
半
と
に
二
分
さ
れ
る
。

前
半
は
、
有
為
転
変
す
る
世
界
の
無
常
を
感
じ
て
行
脚
の
僧
と
な
っ

た
主
人
公
が
、
そ
の
途
中
名
も
知
ら
ぬ
三
昧
原
の
仏
堂
に

一
泊
し
て
、

夢

の
中
で
骸
骨
と
共
に
過
し
た
体
験
を
回
想
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の

回
想
シ
ー
ン
は
、
「只
い
ま
か
し
つ
き
も
て
あ

そ
ふ
、
か
は
の
し
た
に
、

此
骸
骨
を

つ
玉
み
て
も
ち
た
る
□
は
と
し
り

て
、
こ
の
絵
を
御
ら
ん
す

へ
し
」
と

い
う
、
絵
解
き
の
ス
タ
イ
ル
を
と

っ
て
い
る
。
そ
の
回
想
部

分
は
、
骸
骨
の
様

々
な
姿
態
が
描
か
れ
、
そ

の
余
白
に
詞
句
が
配
さ
れ

る
と
い
う
体
裁
で
あ
る
。

前
半
は

「能

≧
可
心
得
」
で
終
り
、
「
破
戒
な
る
僧
比
丘
尼
の
あ
り
」

よ
り
後
半
は
始
ま
る
。
登
場
人
物
も
前
半
と

は
異
な
り
、
破
戒
の
比
丘

尼

(行
脚
の
比
丘
尼
)
が
あ
る
庵
を
訪
ね
、
そ

の
庵
主
で
あ
る

「
七
十
は

か
り
の
比
丘
尼
」
と
仏
教
の
教
義
に
関
す
る
問
答
を
す
る
と

い
う
体
裁

で
あ
る
。

内
容
的
に
興
味
を
惹
起
さ
れ
る
の
は
、
禅
宗
の
用
語
が
散
見
さ
れ
る

こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
「
め
ん
く

の
や
う
な
る
世
を
ば
捨

た
る

人
も
、
坐
禅
を
は
物
う
く
思
ひ
、
工
夫
を
な
さ
す
し
て

(下
略
)」
、
「
も

し

一
心
を
明
め
は
、
昔
今
の

一
切
の
罪
を
滅

し
て
、
本
分
に
か
な
ひ
候

へ
し
」
、
「
又
、
念

の
起
る
時
は
、
古
人
の
詞

を
公
案
に
し
て
、
是
に
て

相
念
を
さ
ま
た
け
む
と
す
る
人
あ
り
、
古
人

の
公
案
を
人
に
与

ふ
る
事

は
、
か
や
う
の
要
事
に
非
す

(下
略
)」
、
「
此
は
な
は
、
こ
れ
三
世
の
諸

仏
の
世
に
出
て
、

一
乗
の
法
と
の
給
は
、
此
花

の
心
也
、
天
竺
の
廿
八

祖
高
唐
土
の
六
祖
よ
り
以
来
、

三
大
事
と

い

ふ

は
、
此
事
也
」
、
と
い

う
よ
う
に
、

一
大
事

・
公
案

・
坐
禅

・
工
夫
と
い
っ
た
用
語
が
見
え
、

思
想
的
に
も
禅
宗
的
色
彩
が
濃

い
も
の
と
言

え
る
。
あ
く
ま
で
想
像

の

域
を
出
な

い
の
だ
が
、
こ
の
絵
巻
の
作
者
は
禅
宗
の
教
義
に
あ
る
程
度
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一
九
六

通
じ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
、
恐
く
こ
の
禅
宗
に
つ
な
が
る
と
い
う
点
か

ら
、

一
休
が
そ
の
作
者
に
擬
せ
ら
れ

る

『骸
骨
』
『
水
鏡
』
が
出
来
す

る
可
能
性
が
生
ま
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
又
、
こ
の
絵
巻
の
成
立
が
、

南
北
朝
期
、
或

い
は
室
町
前
期
と
す
る
と
、
禅
宗
に
お
け
る
絵
巻
と
し

て
は
極

め
て
早

い
も

の
と
思
わ
れ
、
興
味
深
い
。

最
後

に
、
『
草
打
画
』
は
前
半

・
後
半
の
二
話
に
分
か
れ
て

い
る

の

だ
が
、
前
半
は
ほ
ぼ

『骸
骨
』
に
相
応
し
、
後
半
は

『水
鏡
』
の
中
の

「
二
人
比

丘
尼
」
の
部
分
に
相
応
す

る
。
又
、
『
骸
骨
』
『水
鏡
』
が
共

に

『草

打
画
』
を
承
け
て
い
る
箇
所
も
あ
る
。

三

『
一
休

骸

骨
』

に

つ
い
て

近
年
、
禅
文
化
研
究
所
よ
り

『
一
休
骸
骨
』
が
発
行
さ
れ
、
そ
の
新

な
巻
子
本
と
し
て
柿
崎
家
本
を
紹
介
し
、
翻
刻
及
び
訳

註
が

な

さ
れ

た
。
柿
崎
家
本
に
つ
い
て
、
早
苗
憲
生
氏
は

「柿
崎
家
本
は

『
三
休
骸

骨
』
が
梓
行
さ
れ
る
以
前
の
古
い
形
を
伝
え
た
善
写
本
と
し
て
資
料
価

値
が
高

い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
」
と
さ
れ
る
が
、
原
本
を
見
て
い

な

い
の
で
、
意
見
は
さ
し
控
え
る
べ
き
か
と
思
う
が
、
や
は
り
検
討

の

余
地
は
未
だ
残
さ
れ

て

い
る

と
思
う
。
旧
吉
沢
義
則
氏
蔵

『
一
休
骸

骨
』
(現
京
都
大
学
蔵
)
の
テ
キ
ス
ト
の
価
値
と
の
関
連
を
も
含

め
て
、

こ
れ
か
ら
解
明
さ
れ
る
べ
き
課
題
で
あ
る
と
考
え
る
。
本
稿
で
は
仮

に

旧
吉
沢
本
の

『骸
骨
』
を
底
本
と
し
て
用
い
る
こ
と
と
し
た
い
。

既
に
指
摘
し
た

よ
う

に
、
『骸
骨
』
は

『草
打
画
』

の
前
半
部
分
の

改
作
と
考
え
ら
れ
る
。
両
者

の
比
較
に
よ
り
そ
の
異
同
を
見
る
に
、
『
骸

骨
』
の
冒
頭
部
分
と
末
尾
部
分
と
に
相
異
す
る
箇
所
が
多
く
見
ら
れ
、

そ
の
外
の
部
分
に
つ
い
て
は
字
句
の
異
同
は
少
な
く
、
若
干
の
省
略
が

な
さ
れ
て
い
る
が
、
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
の
モ
チ

ー

フ
と

し
て
扱

っ
て
い

る
。

た
ま
つさ

ま
ん
ほう

因
み
に
冒
題
の

「う
す
す
み
に
か
く
、
章

の
う
ち
に
こ
そ
、
万
法
と

し
よ
し
ん

と
き

さ

ヒ
せ
ん

も
つ
ば
ら

も
に
ミ
ゆ
る
な
る
へ
し
。
そ
れ
初
心
の
時
、
座
禅
を
専
に
な
す

へ
し
。

(中
略
)
か
や
う
の
こ
と
を
し
ら
す
ん
は
、
た
ち
ま
ち
、
ち
こ
く
に
は
い

る
な
り
」、
と
い
う
部
分
は
附
加
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

次
に
、
『骸
骨
』
の
本
文
が

『
草
打
画
』
に
省
略
を
加
え

て
成
立
し

て
い
る
部
分
で
、
省
略
が
う
ま
く
な
さ
れ
て

い
な
い
為
に
、
意
味
が
判

然
と
せ
ず
、
結
構
に
破
綻
を
呈
し
て
い
る
箇
所
を
指
摘
し
て
み
た
い
。

そ
れ
は
前
述
の
回
想

シ
ー
ン
の
導
入
部
分
で
あ
る
。
主
人
公
は
三
昧
原

の
仏
堂
に

一
泊
し
、
暁
方

に
ま
ど
ろ
み
、
夢
を
見
る
に
、
あ
る
骸
骨
と

出
逢
い
、
そ
の
骸
骨
が
出
家
し
、
悟

っ
て
故
郷
に
帰
り
、
説
法
教
化
し

た
の
を
最
初
か
ら
最
後
ま
で
見
聞
し
た
と
い
う
の
が
本
旨
で
あ
る
が
、

『
骸
骨
』
で
は
判
然
と
し
な
い
。

『
骸
骨
』
で
は
、

「し
か
も
、
つ
ね
に
あ
ひ
と
も
な
ひ
け
る
か
い
こ
つ
、
世
を
す
て
法
を
も
と
む

わ
か
ち

る
心
あ
り

て
、
あ
ま
た

の
別

を
た

っ
ね
、
あ

さ
き
よ
り
ふ
か
き
に

い
り
て
、

わ

が

ミ

う

我

心
の
み
な
も
と
を
あ
き
ら
む

る
に
、
耳

に

ミ
て
る
も

の

ハ
、

ま

つ
風

の
を

と
、

ま
な

ご
に
さ
え
き

る
も

の

ハ
、
け

い
月
の
ま
く
ら
に
残

る
、
そ
も

く

、
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休
に
擬
せ
ら
れ
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仮
名
草
子

に

つ
い
て

(飯

塚
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一
九

七

い
つ
れ
の
と
き
か
、

ゆ
め

の
う
ち
に
あ

ら
さ
る
、

い

つ
れ

の
人

か
、
か

い
こ

つ
に
あ
ら

さ
る

へ
し
」

『
草

打

画

』

で
は

、

前

半

は

ほ
ぼ

同

じ

で
あ

る
が

、

「
常

に
相
件

ひ
け
る
骸
骨
、
世
を
す
て
□

□
□
求

る
心
あ
り

て
、
あ
ま
た
知
識

に
尋
あ
□
□

、
浅
よ
り
深
き

に
入

て
、
我
心

の
源
を
明
め
、
故
郷

に
帰

て
説

法
教
化

せ
し
を
、
初

よ
り
お

は

り

に

至

ま

て
、

つ
き
そ

ひ
て
見
き

N
侍

し

外

よ
り

に
、
□

□
□
人

の
よ
ふ
心
ち
し
て
、
俄

に
驚

ぬ
、

一
の
□
□

む
な
し
、
耳

に

満
る
物
は
、

松
風

の
梢
を
ゆ
□

□
、

五
夜
正

に
明
な

ん
と
す
、
眼

に
遮

る
物

は
、

け

い
□

の
枕
に
残
る
影
、
僅

に
片
時

の
間

に
を
き

て
、
普
く
多

年

の
事

を
み
る
、
抑
、

い
つ
れ

の
時

か
、
夢

の
中
に
非

さ
る
、

い
つ
れ
の
人

か
、
骸

骨

に
非

る
」

と

い
う

よ
う

に
、

夢

か
ら

覚

め

て

の

状

景
が

ス
ヶ

ッ
チ

さ

れ
、

回
想

シ

ー

ン

へ
と

進

む

の

で
あ

る
が

、

こ

の

部

分
が

『
骸

骨

』

で

は
省

略

さ

れ

て

い

る
為

に
、

結

構

に
破

綻

を
き

た

し

て

い

る
。

次

に

『
骸

骨

』

『
水
鏡

』

が

共

に

『
草

打

画
』

を
相

承

し

て

い

る

部

分

を

あ

げ

る

。

『
骸

骨

』

の

文

で

は

、

ち

ト

は

お

「
人
、

こ

の

ふ

し

ん

を

し
ら

ぬ

な

り
、

た

と

へ
は
、

人

の
父

母

ハ
、

ひ

う

ち

の

ひ

こ

こ
と
し
、

か
ね

は
ち

x
、
石

は
は

N
、

火
は
子

な
り
、

こ
れ
を
ほ
く
そ
に
た

て
x
、
た
き

玉
、
あ

ふ
ら

の
ゑ
ん

つ
く

る

と

き

ハ
、
き

ゆ
る
也
、

ち

N
は

エ
、
あ
ひ
あ
そ

ふ
と
き
、
火

の
い

つ
る
か
こ
と
し
、

ち

N
は

玉
も
、

は
し
め

な
き

か
ゆ

へ
に
、

つ
い
に
は
、
火

の
き

ゆ
る
心
に
、
う
す

る
な
り
」

上

述

の

よ

う

に
、

『
骸

骨

』

は

『
草

打
画

』

の
前

半

部

分

を

改
作

し

て

い
る

の
だ

が

、

必

ず

し
も

成

功

し

て

い
る

と

は

言

い
難

い
。

『
骸

骨

』

に
お
い
て
意
味
が
判
然
と

し
な

い
部
分
も
、
『草
打
画
』
を
勘
案
す
る

こ
と
に
よ
り
解
釈
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
具
合
で
あ
る
。

四

『
一
休

水
鏡

』

に

つ
い
て

今
日

一
般
に

『
一
休
水
鏡
』
と
い
わ
れ
る
も
の
は
目
無
草
、
水
鏡
、

二
人
比
丘
尼
の
三
つ
の
部
分
か
ら
成
り
立

っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立

し
て
い
る
も
の
を
合
し
て

一
部
と
な
す
も
の
で
あ
る
。

川
瀬

一
馬
氏
に
よ
れ
ぽ
、
『
水
鏡
』
の
古
活
字
版
は
五
種
類
存
す
る

と
い
う
。
第

一
種
本

(慶
長
頃
刊
、
大
本
)、

第
二
種
本

(慶
長
中
刊
、
大

本
)、
第
三
種
本

(慶
長
、
元
和
中
刊
本
)、
第
四
種
本

(元
和
、
寛
永
中
刊

本
)
と
、
新
別
種

(寛
永
中
刊
、
大
本
)
の
五
種
で
あ
る
。

こ
こ
に
底
本

と
す
る
の
は
、
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
本

(第

一
種
本
)
で
あ
る
。

『骸
骨
』
と
の
比
較

か
ら

み

る
と
、
「
目
無
草
」
と
は
無
関
係
で
あ

り
、
「水
鏡
」
と
は
和
歌
三
首
が
同
じ
で
あ
り
、
「
二
人
比
丘
尼
」
に
つ

い
て
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
。

注
目
す

べ
き

は
、
「
二
人
比
丘
尼
」
と

『
幻
中
草
打
画
』
後
半
と
の

関
係
で
あ
る
。
結
論
的
に
言
え
ば
、
両
者
の
類
似
性
は
極
め
て
高
い
。

『草
打
画
』
の
導
入
部
分
が
、
「
二
人
比
丘
尼
」
で
は
簡
略
化
さ
れ
、
す

ぐ
に
問
答
が
展
開
さ
れ
て
い
る
の
を
除
け
ば
、
『草
打
画
』
そ

の
ま
ま

と
い
う
部
分
が
多

い
。

「
二
人
比
丘
尼
」
の
問
の
内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

第

一
問
、

一
大
事
因
縁
と
は
。
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一
休

に
擬

せ
ら
れ
る
仮
名
草
子

に

つ
い
て

(飯

塚
)

一
九
八

第
二
間
、
人

の
は

し
め
は
、

い
か
な
る
も
の
か
。

第
三
問
、

ど
う

い
う
者
が
地
獄

に
堕

ち
る
の
か
。

第

四
間
、
何

を
道

心
と

い
う
の
か
。

第

五
問
、
出
家

は
濯
斎

を
根
本

と
す

べ
き

か
。

第

六
問
、
檀
那

を
ど
の
よ
う

に
教
化
す

べ
き
か
。

第
七
間
、
人

は
死
後
ど
う
な

る
の
か
。

第
八
間
、
真

実

の
仏
法
と

は
い
か
な

る
も

の
か
。

第
九
問
、
釈
迦

の
五
十
年

一
字
不
説
と
拮
華
微
笑

の
話

の
意
味

は
。

以

上

の
よ

う

に
、

「
二

人

比

丘
尼

」

の
問

答

の
内

容

は
仏

教

(
禅

宗

)

の
初

学

者

に
対

す

る
啓

蒙

教

訓

的

な

も

の
と

言

え

る

。

最
後

に
、
本

稿

で
は

『
骸

骨

』

『
水
鏡

』

の

テ

キ

ス

ト

の
最

良

な

る

も

の
を
結

論

的

に
導

き

出

し

た

か

っ
た

の
で
あ

る
が

、

テ

キ

ス
ト

の
収

集

が

十

全

で

な

く

、
系

統

分
類

す

る

こ
と
も

出

来

な

か

っ
た
。

今

後

の

課

題

と

し

た

い
。

[参
考

資
料
]

(A)

『
幻
中
草
打
画
』

(
国
見

正
雄
氏
翻

刻
、

『中
村
幸
彦
博

士
記
念
論
文
集
』

所
収
)

(B)

『
一
休
水
鏡
』

(1)
大
東
急
記
念
文
庫
蔵

『
目
無
草
、

附
水
鏡

二
人

比
丘
尼
』
(
中
村
幸
彦

氏
解
題
、
『
大
東
急
記
念
文
庫
善
本
叢
刊
近
世
篇

一
、
仮

名

草

子
』

所

収
)

(2)
赤

木
文
庫

蔵

『
一
き
う

の
水

か
か
み
』

(田
中
伸
氏
解
題
、

『
近
世
文
学

資
料

類
従
、

仮
名
草
子
篇
(10
)』
所
収
)

(3)
東

洋
文
庫
蔵

『
一
き

う

の
水

か
が

み
』
(
市
古
貞
次
氏
解
説
、

『
岩
崎
文

庫

貴
重
本
叢
刊

〈近
世
篇
〉

第
二
巻
、

仮
名
草
子
』
所
収

)

(4)
国
立
国
会
図
書
館

蔵

『
一
休
水
鏡

』
(浅
倉

治
彦
氏
翻
刊
、
解

説
、
『
仮

名
草
子
集
成
第
五
巻
』
所
収
)

(C)

『
一
休
骸
骨
』

(1)
京
都
大
学
附
属

図
書
館
蔵

『
一
休
清
語
』
(
今
回
飯
塚

レ
ジ

ュ
メ
翻
刻
)

(2)
刑
部
朱
実
氏
蔵
、

柿
崎
家
本

『
一
休
骸
骨
』
(柳
田
聖
山
氏
編
訳
、
早
苗

憲

生
氏
解
説
)

(3)
松

ケ
岡
文
庫
蔵

『
一
休
骸
骨
』
(
古
田
紹
欽
氏
解
説
)

[参
考
文
献
]

(1)
川
瀬

一
馬

『
古
活
字

版

の
研
究
』

(2)
森
大
狂

『
一
休
和
尚
全
集
』

(3)
渡
辺
守
邦
、
渡
辺
憲

司

『
仮
名
草
子
集
』
(
新

日
本
古
典
文
学
大
系

74
)

(4)
岡
雅

彦

「
一
休
俗
伝
考
―

江
戸
時
代

の

一
休
説
話
」

(『
一
休

・
蓮
如
』
)

(5)
同
右

「
江
戸
時
代

一
休

関
係

著
作

年
表
」
(
『
国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要
』

8
)

[追

記
]

資
料

の
閲
覧

に
関
し
て
、
御
芳
情
を
賜
り
ま

し
た
関
係
所
蔵
者
各
位

に
謝
意

を
表

し
ま
す
。
特

に
今
回

の
テ
ー

マ
を
考
え

る
機
会

を
与

え

て

く

れ

ま

し

た
、
平
野
宗
浄
先
生
に
甚

深

の
感
謝

の
意
を
表
し
ま
す
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

『
一
休

水
鏡
』
、
『
一
休
骸
骨
』
、
『
幻
中
草
打
画
』

(曹
洞
宗
研
究
員
)
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